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研究成果の概要（和文）： 
 東欧ロシア地域の史学史研究の基本文献であるニーデルハウゼル『東欧ロシア史学史』を全
訳するとともに、そこで言及されている 1万件ほどの東欧ロシア地域の歴史学文献を整理して
検索可能にすることにより、当該地域に関する歴史研究のための基礎的情報を提示した。同書
は、この地域の歴史叙述がおもに国民史を中心にして形成されてきたことを明らかにするとと
もに、史学史を比較検討することで国民史の相対化の一方法も示している。本研究ではさらに、
歴史叙述の主体や枠組みに注目することにより、このような国民史的歴史叙述を再検討する可
能性を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We laid the groundwork for Russian and East European historical research by 
translating Emil Niederhauser’s East European Historiography into Japanese from 
Hungarian and by creating a bibliographical catalogue with some 10,000 records of all 
historical literature mentioned in the book.  Although Niederhauser’s work pointed to 
national frameworks of the historical writings in this region, it also showed a method of 
transnational study by comparing national historical writings.  Furthermore, to review 
national historical writings, we discussed the significance of the narrators and the 
frameworks of historical writings. 
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１．研究開始当初の背景 
 東欧ロシア地域の史学史について、日本に
おいては、いずれかの時代や、地域もしくは
国民の枠組みによる研究が少しずつ現れて

きたとはいえ、地域全体の歴史学を俯瞰する
研究は乏しかった。東欧ロシア地域の歴史家
や歴史叙述に関する基本的情報すらも得る
ことが難しい場合があった。 
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 現地の研究で、東欧ロシア地域の歴史叙述
の変容について長期的・広域的視点から見た
ものとしては、まず、チェコのマツーレクに
よる『ヨーロッパ東部の歴史』（1946年）を
挙げることができる。ブルノ大学教授だった
マツーレクのこの著作は、18 世紀以前の歴
史叙述について文化的影響力を持つ帝国ご
とに論じ、19 世紀以降は国民別に叙述する。
およそ 50 年後に著されたのが、ハンガリー
のニーデルハウゼルによる『東欧ロシア史学
史』（1995年）である。著者は幅広い言語的
知識を駆使し、国民単位で歴史叙述の歴史を
検討し、この地域に共通する歴史認識を考察
した。この著作は、東欧ロシアの歴史叙述を
統合的に分析することの有効性を示唆して
いる点で、本研究計画を着想する重要な契機
となった。この著作を基に東欧ロシア地域の
史学史に関する基礎研究を提示し、さらに、
同書を批判的に検討することによって、国民
史に基づく歴史認識枠組みを再検討するこ
とができると考えたことから本研究が始ま
った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は次の二点である。第一に、
東欧ロシア地域の史学史に関する基盤研究
を提供することである。第二に、東欧ロシア
の諸地域および地域全体に関する歴史認識
枠組みの変化を比較検討することにより、従
来の国民史的歴史学を克服し、当該地域の新
しい歴史像を創造するための方法を模索す
ることである。 
 具体的には、『東欧ロシア史学史』を読み
進めて各地域の史学史を検討するとともに、
東欧ロシア地域の史学史文献を収集して整
理し、それらを比較対照することによって、
同地域の史学史を総合的に俯瞰すること、そ
してそこから新たな研究視角を提示するこ
とを目指した。 
 
３．研究の方法 
 研究参加者は、それぞれの専門分野および
地域に関する研究を進めるなかで、研究史に
とくに注目して、文献を渉猟した。並行して、
章ごとに担当を決め、『東欧ロシア史学史』
を読み進めた。同書は多くの歴史学の文献に
言及しているが、それぞれの現地語による書
誌情報は記されていないため、同書で言及さ
れている文献について個々に調査した。この
文献調査については、各地域の歴史の専門家
に調査を依頼し、調査結果を同書の訳文に組
み込んでいった。期間中、定期的に研究会を
開催し、以上の調査および検討の成果を報告
して参加者全員で共有し、協力者の助言も得
つつ、さらなる研究の進め方について議論し
た。 
 

４．研究成果 
 研究参加者は、それぞれの専門分野に関す
る研究史を調査して明らかにした。それによ
り、『東欧ロシア史学史』が基本的かつきわ
めて重要な文献であることを確認した。この
ため同書を全訳するとともに、調査した文献
情報を整理して訳文に組み込んだ。情報を整
理した文献は 1万点に上る。この本文は『総
覧 東欧ロシア史学史』として冊子体にし、
また、文献リスト、東欧ロシア地域の歴史家
を中心とした 2800 人ほどの人名リスト、地
名リスト、そして東欧ロシア各地域の文献調
査案内を電子化して CD に収めて添付し、報
告書を作成した。このうち文献リストについ
ては、後述の URL において公開し、世界各地
から東欧ロシア史学史文献の検索ができる
ようにした。このように本研究の成果が公開
されたことにより、東欧ロシア地域の研究に
多くの基本的かつ重要な情報をもたらすこ
とができた。 
 『東欧ロシア史学史』では、当該地域の歴
史叙述がおもに国民史を中心に扱ってきた
ことを指摘している。しかしながら、それと
同時に本書は東欧ロシアの諸地域および地
域全体に関する歴史認識枠組みの変化を比
較検討するものであり、従来の国民枠での歴
史叙述を相対化しようとするものである。こ
れを踏まえたうえで、研究会では、国民史的
歴史叙述、さらには国民史的史学史叙述を乗
り越えるための議論が行なわれた。各国民史
の歴史が比較可能であり、相違や類似性に着
目する視点が必要であることを確認し、さら
に、歴史叙述の様々な主体に注目することに
より、国民史にとらわれない枠組みで歴史を
研究し叙述する可能性や、社会主義体制とい
う東欧ロシア地域が共有した経験のなかで
歴史学を研究する可能性が検討された。以上
の成果について、期間終了後の 2012 年 5 月
にシンポジウムを開催し、総合的に議論する
場を設けることを決定した。 
 本研究を進めるなかで、東欧ロシアの各地
域を研究対象とする研究者と活発な議論を
繰り広げてきた。さらに、ニーデルハウゼル
氏をはじめとするハンガリー史学界、そして
協力者を通じて他の東欧地域の研究者とも
意見や情報を交換してきた。このように研究
者間の交流を促し、概念の整理や各地の研究
に関する情報の交換を促すことができたこ
とも本研究の成果である。 
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